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温
故
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新
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と
『
吐
故
納
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自
衛
隊
福
岡
病
院
長
を
拝
命
し
、

『
あ
る
べ
き
姿
の
追
求
』
を
要
望
し
つ

つ
、
早
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
発
熱
外

来
、
入
院
治
療
、P

C
R

検
査
、
ワ
ク
チ
ン

職
域
接
種
、
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
支
援

等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対

処
し
つ
つ
、
従
来
の
業
務
を
大
き
く
損
な

う
こ
と
な
く
実
施
し
て
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
、
病
院
（
駐
屯
地
）
職

員
の
真
摯
な
対
応
は
も
と
よ
り
、
近
隣
の

皆
様
、
自
治
体
を
含
め
た
部
内
外
諸
機
関

等
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の

も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

少
し
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
さ
る
三

月
一
日
に
当
院
准
看
護
学
院
の
卒
業
式
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
卒
業
し
た
第

四
十
五
期
生
は
、
入
校
か
ら
卒
業
ま
で
の

二
年
間
の
す
べ
て
を
コ
ロ
ナ
禍
で
過
ご
し

ま
し
た
。
入
校
中
の
生
活
・
教
育
等
、
従

来
と
は
異
な
る
点
も
多
く
、
学
生
諸
官
は

大
変
な
不
安
・
不
自
由
が
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
す
る
側
も
模
索

し
な
が
ら
の
二
年
間
で
し
た
。 

二
年
間
と
い
う
期
間
は
人
事
異
動
等
、

組
織
に
と
っ
て
一
つ
の
節
目
と
な
り
得
る

期
間
で
あ
り
、
業
務
・
作
業
等
の
継
承
と

い
う
意
味
で
も
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま 

令
和
四
年
三
月
、
自
衛
隊
福
岡
病
院

の
副
院
長
に
着
任
し
ま
し
た
 
積
と
申

し
ま
す
。
福
岡
病
院
で
の
勤
務
は
、
今

回
で
四
回
目
と
な
り
、
前
回
は
平
成
十

六
年
で
し
た
の
で
、
約
十
七
年
ぶ
り
と

な
り
ま
す
。
病
院
や
駐
屯
地
の
雰
囲
気

は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
の
で
と
て
も

懐
か
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
福
岡
病
院
を
は
じ
め
全

国
の
自
衛
隊
病
院
で
勤
務
し
、
ま
た
海

外
派
遣
（
イ
ラ
ク
）
や
多
く
の
災
害
派

遣
活
動
に
も
従
事
し
ま
し
た
。
特
に
地

震
災
害
で
は
、
東
日
本
大
震
災
（
平
成

二
十
三
年
三
月
）
、
熊
本
地
震
（
平
成

二
十
八
年
四
月
）
、
北
海
道
東
部
胆
振

地
震
（
平
成
三
十
年
九
月
）
に
お
い

て
、
当
時
勤
務
地
で
被
災
を
受
け
な
が

ら
、
医
療
に
関
す
る
様
々
な
災
害
支
援

活
動
を
行
う
な
ど
貴
重
な
経
験
を
し
ま

し
た
。 

 

自
衛
隊
福
岡
病
院
は
、
北
部
九
州
の

隊
員
・
家
族
の
診
療
・
健
康
管
理
の
み

な
ら
ず
、
地
域
医
療
に
も
大
き
く
貢
献

し
、
ま
た
二
年
前
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
様
々
な
対
応

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
歴
史
あ
る

病
院
の
一
員
と
し
て
勤
務
で
き
る
こ
と

は
無
上
の
喜
び
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
て
病
院
・
地
域
の
た
め

に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
着
任
副
院
長
挨
拶 

新
着
診
療
科
内
部
長 

患
者
空
輸
訓
練 

 

四
月
二
十
二
日(

金)

、
目
達
原
駐
屯

地
に
お
い
て
、
西
部
方
面
航
空
隊
の
支

援
を
受
け
患
者
空
輸
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 

本
訓
練
に
お
い
て
は
、
航
空
機
の
特

性
で
あ
る
騒
音
及
び
風
圧
下
で
の
指

揮
・
通
信
に
着
意
し
た
患
者
搭
載
・
卸

下
及
び
機
内
に
お
け
る
救
護
訓
練
に
つ

い
て
実
施
し
ま
し
た
。 

 

航
空
隊
隊
員
か
ら
安
全
教
育
及
び
担

架
取
付
け
装
置
の
操
作
要
領
等
に
つ
い

て
の
説
明
、
担
架
班
に
お
け
る
手
信
号

を
用
い
た
患
者
搭
載
・
卸
下
の
反
復
演

練
、
添
乗
救
護
員
に
よ
る
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
及
び
筒
を
用
い
た
患
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
工
夫
を
凝
ら
し

た
機
内
救
護
を
実
施
し
、
患
者
空
輸
時

に
お
け
る
対
応
能
力
向
上
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 心
突
然
死
対
策
講
習
会 

 

一
月
十
四
日(

金)

・
十
五
日(

土)

の
二
日
間
、
防
衛
医
科
大
学
校
か
ら

講
師
の
派
遣
を
受
け
、
令
和
三
年
度

心
突
然
死
対
策
講
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
八
個
部
隊
か
ら
医
官
、
看
護

官
、
救
急
救
命
士
等
四
十
七
名
の
参

加
者
に
対
し
、
心
突
然
死
に
関
す
る

救
急
救
命
処
置
の
知
識
と
技
能
を
修

得
さ
せ
、
救
命
率
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。 

航空隊隊員による安全教育 

航空機からの患者卸下 騒音の中筒を用いた問診 

騒音の中ホワイトボードを用いた問診 

診
療
科
が
一
枚
岩
と
な
る
よ
う 

尽
力
致
し
ま
す
。 

福
岡
病
院
勤
務
は
初
め
て
で
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

先任診療科部長 

森西１佐 

歯科部長 

大野２佐 

す
。
過
去
の
経
緯
か
ら
実
施
要
領
の
細
部

に
至
る
ま
で
、
代
々
継
承
さ
れ
て
い
る
事

柄
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
担
当
部
署

（
者
）
が
そ
っ
く
り
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま

う
と
、
そ
れ
ら
の
継
承
が
危
う
く
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
目
的
が
不
明
瞭
な

ま
ま
漠
然
と
継
続
さ
れ
て
い
た
り
、
煩
雑

な
作
業
等
が
漫
然
と
実
施
さ
れ
続
け
て
き

た
り
し
て
い
る
場
合
も
な
い
と
は
い
え

ず
、
そ
れ
ら
を
是
正
し
た
上
で
再
開
す
る

良
い
機
会
と
も
い
え
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
人
が
変
わ
る
だ
け
で
業
務

が
滞
る
よ
う
な
組
織
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

新
た
な
任
務
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
中
、
業

務
等
を
効
率
的
に
実
施
す
る
に
は
、
業
務

の
見
直
し
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
際
、

最
も
重
要
な
の
は
「
ど
こ
を
」
「
ど
の
程

度
」
削
減
・
追
加
す
れ
ば
よ
い
か
を
適
切

に
判
断
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

新
た
な
ニ
ー
ズ
・
手
法
に
精
通
す
る
と
と

も
に
、
過
去
に
対
す
る
十
分
な
理
解
（
何

が
目
的
で
、
何
が
良
く
て
、
何
が
問
題

だ
っ
た
か
）
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
大
胆
に

見
直
し
を
実
施
す
る
と
い
う
意
味
で
は

『
温
故
知
新
』
も
大
切
で
す
が
、
『
吐
故

納
新
』
の
方
が
、
今
の
時
勢
に
は
よ
り
即

し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。 

 

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
社
会
的
全
体
で

も
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
当
院
で
も
、
こ
れ
を
よ
い
機
会
と
捉

え
、
病
院
の
事
業
・
業
務
等
を
、
教
訓
を

生
か
し
つ
つ
、
か
つ
、
過
去
に
と
ら
わ
れ

過
ぎ
る
こ
と
な
く
新
た
な
風
を
取
り
い

れ
、
果
断
に
『
あ
る
べ
き
姿
の
追
求
』
に

邁
進
す
る
所
存
で
す
。  
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《
一
月
十
一
日
付
》 

 
 
 
 

三
等
陸
佐 

 

泉 
 

幸
二 

 
 

《
一
月
十
四
日
付
》 

 
 
 
 

三
等
陸
尉 

 

梅
崎 

慶
弘 

 
 

《
二
月
二
十
二
日
付
》 

 
 
 
 

三
等
陸
佐 

 

二
又 

啓
光 

 
 

《
三
月
十
一
日
付
》 

 
 
 
 

三
等
陸
尉 

 

大
我 

伸
一 

 
 

《
三
月
十
四
日
》 

 
 
 
 

陸 

准 

尉 
 

大
石 

健
一 

 
 

《
三
月
十
七
日
》 

 
 
 
 

陸 

将 

補 
 

大
川 

貴
司  

 
 

《
三
月
三
十
一
日
付
》 

 
 
 
 

行(
二) 
四 

 

井
口 

信
昭 

 
 
 
 

行(

二) 
四 

 

森
田 

 

篤 

 
 
 
 

行(

二) 

四 
 

小
﨑 

謙
治 

 
 
 
 

行(

二) 

三 
 

黒
岩 

高
弘 

 
 

《
四
月
六
日
付
》 

 
 
 
 

三
等
陸
佐 

 

山
下 

 
恵 

 
 

 

〈 

転
入
者 

〉 

看
護
部 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

加
藤 

琴
美 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

杉
山 

周
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

櫻
庭 

初
美 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

奥
薗 

純
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

髙
瀨 

甘
奈 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

今
野 

由
梨 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

山
口 

は
る
菜 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

汲
田 

ひ
と
美 

 
 
 

三
等
陸
尉 

 

森 
 
 

泉 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

坂
本 

篤
治 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

川
本 

 

翼 

《
三
月
十
七
日
付
》 

副
院
長
兼
企
画
室
長 

 

 
 
 

一
等
陸
佐 

 

 
積 

 

司 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 
 

行(

二) 

三 
 

加
藤 

健
二 

衛
生
資
材
部 

（
衛
生
資
材
課
） 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

片
桐 

彰
男 

《
四
月
一
日
》 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 
 

行(

一) 

三 
 

山
津 

輝
子 

（
管
理
課
） 

 
 
 

行(

一) 

三 
 

堤 
 

俊
之 

 
 
 

行(

二) 

四 
 

寺
田 

 

健 
 
 
 

卒
業
式 

 

〈 

新
規
採
用
者 

〉 

入
校
式 

 

〈 

転
出
者 

〉 

《
三
月
十
四
日
付
》 

 

建
替
準
備
室 

 

 
 

 

陸 

曹 

長 
 

上
村 

大
輔 

 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 

 

一
等
陸
曹 

 

内
田 

孝
広 

 
 

 

一
等
陸
曹 

 

用
松 

秀
朗 

（
管
理
課
） 

 
 

 

陸 

曹 

長 
 

杉
田 

伸
一
郎 

 
 

 

二
等
陸
曹 

 

大
賀 

憲
太
郎 

（
医
事
課
） 

 
 

 

二
等
陸
曹 

 

酒
見 

圭
典 

診
療
科 

 
 

 

二
等
陸
佐 

 

野
澤 

 

浩 

 
 

 

三
等
陸
佐 

 

森
田 

 

亘 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

澁
谷 

美
佐
保 

 
 

 

一
等
陸
曹 

 

岩
本 

勇
気 

診
療
技
術
部 

（
研
究
検
査
課
） 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

柏
原 

 

茂 

 
 

 

一
等
陸
曹 

 

岡
本 

 

清 

衛
生
資
材
部 

（
衛
生
資
材
課
） 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

時
本 

将
行 

（
薬
剤
課
） 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

佐
野 

 

恵 

看
護
部 

 
 

 

二
等
陸
尉 

 

深
尾 

沙
映 

 
 

 

二
等
陸
尉 

 

吉
松 

知
紗 

 
 

 

二
等
陸
尉 

 
西
田 

成
秀 

 
 

 

三
等
陸
尉 

 
河
野 

茂
由 

 
 

 

三
等
陸
尉 

 

本
田 
麗
華 

 
 

 

二
等
陸
曹 

 

末
岡 

 
明 

准
看
護
学
院 

 
 

 

准 

陸 

尉 
 

山
中 

和
幸 

《
四
月
一
日
付
》 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 

 

行(

一) 

四 
 

平
野 

克
也 

 
 

 

《
三
月
十
四
日
付
》 

 

建
替
準
備
室 

 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

渡
辺 

正
徳 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

塚
本 

和
也 

 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

松
田 

一
平 

 
 
 

陸 

曹 

長 
 

中
野 

 

功 

 
 
 

陸 

曹 

長  
  

奥
村 

耕
二 

 
 
 

一
等
陸
曹 

 

氏
田 

喜
治 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

吉
住 

裕
亮 

（
管
理
課
） 

 
 
 

陸 

曹 

長 
 

櫻
庭 

泰
広 

 
 
 

一
等
陸
曹 

 

倉
野
尾 

潤
平 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

友
田 

祐
樹 

（
会
計
課
） 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

田
中 

英
夫 

（
医
事
課
） 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

篠
崎 

弘
子 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

小
園 

英
樹 

診
療
科 

 
 
 

二
等
陸
佐 

 

大
野 

 

毅 

 
 
 

陸 

曹 

長 
 

奥
薗 

匡
俊 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

小
笠
原 

隼
人 

 
 
 

医(

二) 

三 
 

三
浦 

尚
美 

 
 

診
療
技
術
部 

（
放
射
線
技
術
課
） 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

貫 
 

林
太
郎 

 
 
 

医(

二) 

四 
 

塚
元 

一
吉 

 
 
 

医(

二) 

二 
 

阿
南 

郁
子 

（
研
究
検
査
課
） 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

和
才 

新
一 

 
 
 

一
等
陸
曹 

 

白
井 

正
敎 

衛
生
資
材
部 

（
薬
剤
課
） 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

荻
野 

信
平 

《
四
月
一
日
》 

総
務
部 

（
管
理
課
） 

 
 
 

行(

一) 

三 
 

松
尾 

好
博 

 
 
 

行(

一) 

一 
 

安
田 

拓
未 

 
 
 

行(

二) 

三 
 

森
田 

 

篤 

 
 
 

行(

二) 

三 
 

小
﨑 

謙
治 

 
 
 

行(

二) 

二 
 

古
屋 

 

忠 

 
 
 

行(

二) 

二 
 

小
野 

敬
介 

 
 
 

 
准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
山
元
二

佐
）
は
、
三
月
一
日(

火)

、
川
口
病

院
長
の
立
会
の
下
、
卒
業
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。 

 

第
四
十
五
期
学
生
二
十
二
名
は
、

多
く
の
病
院
関
係
者
に
見
送
ら
れ
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
の
各
部

隊
及
び
救
急
救
命
士
課
程
へ
巣
立
っ

て
行
き
ま
し

た
。 

 
 

 

尚
、
三
月

十
一
日
、
福

岡
県
准
看
護

師
資
格
試
験

の
結
果
発
表

が
あ
り
、
全

員
が
合
格
し

ま
し
た
。 

 

准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
山
元
二

佐
）
は
、
四
月
一
日(

金)

、
川
口
病

院
長
の
立
会
の
下
、
入
校
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。 

 

第
四
十
七
期
学
生
三
十
三
名
は
、

准
看
護
師
で
あ
る
衛
生
救
護
陸
曹
を

目
指
し
、
大
き
な
期
待
を
胸
に
全
国

か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

学
院
長
の
「
自
ら
考
え
、
個
と
し

て
自
立
せ
よ
」

と
い
う
要
望
事

項
を
胸
に
、
こ

れ
か
ら
の
二
年

間
、
准
看
護
師

資
格
取
得
を
目

指
し
、
勉
学
に

励
ん
で
い
き
ま

す
。 

 

（
管
理
課
） 

 
 

 

行(

一) 

三 
 

中
野 

吉
晴 

 人事往来 

   

   

   


